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ぽ
く
が
四
年
半
女
房
と
一
緒
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
メ
キ
シ
コ
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
な
ど
の
避
地
を

を
廻
っ
て
帰
っ
て
み
る
と
、
日
本
は
公
害
に

み
ち
あ
ふ
れ
て
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ナ
ン
ジ

ャ
イ
ナ
と
去
年
は
不
平
不
満
を
グ
チ
ッ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
七
一
年
か
ら
は
こ
と
を
起
す
こ
と
に

よ
っ
て
少
し
で
も
解
決
の
方
法
に
も
っ
て
行

か
な
く
て
は
と
い
う
使
命
感
を
持
ち
、
芸
術

テ
ロ
と
い
っ
た
形
で
自
分
の
底
辺
に
あ
る
も

の
を
ぶ
つ
つ
け
て
み
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

ぼ
く
個
人
に
お
い
て
は
、
博
物
館
が
で
き

る
と
い
う
噂
は
巷
に
聞
い
て
い
る
け
れ
ど
、

建
物
が
で
き
上
る
前
に
、
神
戸
で
芸
術
に
た

づ
さ
わ
っ
て
き
た
先
輩
の
姿
を
映
画
に
と
っ

て
お
き
た
い
。
虎
は
死
ん
で
も
皮
を
の
こ
す

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
け
れ
ど
、
虎
を
大
事

に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
話
を
美
術

館
長
の
阪
本
勝
さ
ん
に
話
し
た
り
詩
人
の
小

林
武
雄
さ
ん
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
う
ち
に
火

が
つ
き
は
じ
め
、
急
速
に
文
化
事
業
団
と
し

て
の
〃
傘
の
会
“
が
廻
り
は
じ
め
た
の
で
ｔ

三
月
七
日
柳
原
の
一
隅
に
〃
傘
の
会
〃
の

本
拠
地
が
出
来
上
り
、
発
起
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
三
月
十
一
日
に
は
消
え
ゆ
く
神
戸
市

電
に
福
祉
施
設
の
子
供
達
を
の
せ
、
絵
や
音

楽
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ろ
の
ろ
電
車
が
走
り

ま
す
。
こ
ど
も
傘
の
会
、
映
画
傘
の
会
、
傘

の
座
、
傘
の
市
、
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
傘
の

会
、
美
術
の
会
、
傘
の
窓
な
ど
、
こ
と
運
動

に
賛
同
す
る
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
起

し
て
ゆ
き
ま
す
。
人
が
ふ
え
れ
ば
ふ
え
る
ほ

ど
の
ぞ
ま
し
く
、
機
智
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ

っ
て
、
精
神
的
に
も
視
覚
的
に
も
モ
デ
ル
ヶ

ー
ス
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。傘

の
内
に
集
ま
れ
神
戸
っ
子
Ｊ
、
（
画
家
）

一
『

ＷＵ

文化那業団体傘の会としてスタートした発起人会

口■

弓
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Ｉ

枇界の寅

９

浦

ＨＥＬＬＯ

ＢＵＳｌＮＥＳＳ

ＭＥＮ

新しい春にフレッシュな
ビジネスマンとなる男性のために
ウネが選びぬいた

ＴｈｒｅｅＴ”e C D 1 1 e c t f o n
トラディッショナル・モダン
カジュアルとビジネスの方向に

もとずいて選べるシステムです。

今月のモラミルは小原良介さん〈2 3 》

紬I 朱はゴルフという異ボーツマン

ネッスルＫＸ･ にお勤めの

カッコイイフレッシュマンです

神戸店
神戸市生田区元町通１丁目６４
ＴＥＬ（0 7 8 ）３３－３１１２
東京店
東京都渋谷区道玄坂2 - 2 4 - Ｉ
東急百貨店本店４階( 渋谷）
TEL．（03）４６２－３４３５(直通）
東京店
東京都中央区日本橋通ｌ－９－２
東急百貨店日本橋３階
ＴＥＬ．（0 3）2 1 1 - 0 5 1 1内線6 3 1
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雪雲里

お問合せは

回
琴矛僻

☆５月・７月に船旅をなさりたい方は次の英国豪華客船をご利用下さい。
アイベリア号く3 0 , 0 0 0 トン〉シドニイ５月1 2 1 ﾖ →スバ５月1 6 1 1 →グァム５月2 2 日→横浜５月2 5 日→神戸５月2 8 1 ] →香港６月１日→マ
ニラ６月４１１→ダーウィン６１１８日→シドニイ６月１４日
オルソバ号く2 9 , 0 0 0 トン〉サザンプトン６月３，発→カリブ海廻りサンフランシスコ６月2 5 日→シドニイ７月1 8 日→香港７月3 0 1 : ］
→長崎８月４日→神戸８月５Ｒ→横浜８月７円→サンフランシスコ８河２１日シドニイ→南アフリカ→サザンプトン世界一周船

☆大阪市東区淡路町３－３９スワイヤ･ マツキンノン船客部係・山名昇電話( ０６) 2 0 2 - 2 3 8 1
☆神戸市生田区江戸町1 0 3 スワイヤ･ マツキンノン船客部係・安富幸子電話( 0 7 8 ) 3 9 - 7 5 1 1

い
の
が
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

Ｖ

ｊ

ぼ
く
が
神
戸
っ
子
ク
ル
ー
ズ
の
キ
ャ

ン
ベ
ラ
号
香
港
・
マ
カ
オ
船
の
旅
に
参

加
し
た
の
は
、
去
年
の
三
月
で
し
た
。

旅
の
目
的
は
、
船
に
の
る
こ
と
と
写

真
が
仕
事
な
の
で
、
香
港
ロ
ケ
の
撮
影

も
企
画
し
た
い
と
思
っ
て
そ
の
下
見
も

あ
っ
た
訳
で
す
。
キ
ャ
ン
ベ
ラ
へ
乗
船

し
て
ホ
テ
ル
以
上
の
素
晴
し
い
イ
ン
テ

リ
ア
は
一
見
の
価
値
充
分
で
し
た
。

ま
た
船
の
食
事
は
最
高
ｆ
・
質
・
壁
と

も
に
た
ん
の
う
し
ま
し
た
。
夜
に
な
っ

て
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
や
コ
ー
ラ
ス
パ

ー
テ
ィ
に
』
参
加
す
る
の
で
す
が
、
と
も

か
く
こ
の
時
ぐ
ら
い
ダ
ン
ス
が
踊
れ
な

☆
船
旅
に
出
よ
う
ノ
ー

神
戸
っ
子
な
ら

一
度
は
船
旅
を

い
た
し
か
た
な
く
コ
ー
ラ
ス
パ
ー
テ
ィ

に
出
て
、
七
カ
国
ぐ
ら
い
の
人
々
が
一

緒
に
各
国
の
民
謡
や
唄
を
唄
っ
て
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
。
一
つ
船
の
中
で
踊
っ

た
り
唄
っ
た
り
す
る
の
は
初
め
て
の
経

験
で
非
常
に
面
白
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
船
旅
を
お
す
す
め

し
た
い
。
乗
っ
て
み
な
く
て
は
そ
の
楽

し
さ
は
満
喫
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
み
な

と
町
の
神
戸
っ
子
な
ら
一
度
は
乗
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下
浩
〈
竹
馬
産
業
Ｋ
Ｋ
宣
伝
部
〉
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フレッシュマン諸氏へ
同じ飲むなら一流でスタートしよう／

８

英国の名門ジョン. Ａ・ギルビー伯爵（ロンドン・
ドライジンのギルビー社社長）がサヴォイを訪問。

鞭鱒
こ_ _ と‐，－咽

営業時間Ｐ・Ｍ５：００～Ａ，Ｍ・' ２：３０日曜日休み
神戸市生田区北長狭２丁目ＴＥＬ３３－２６１５

サウォイ特製サンド
クロックムッシュー

￥３００

ビール￥２００ |帯｜
元テキの店

配
□

生
田
筋

一
一
一
一
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営業時間ＰＭ５：００～ＡＭ２：００
日曜・祭日は休ませていただきます

生田区東門筋中島ビル４Ｆ
ＴＥＬ３３－３１３１

近藤正実

ちくせん
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●

泉のほこる味覚網焼ステーキ肉のさしみ野菜と肉のスープ

鯛

．_ ＝も= q

園
》
』

匿零五コ
生田霧鋤

宜画
一
一至

1中勘儲３
中島ビル４Ｆ
へj ｹ泉
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一一両弓雨

春一番、 酒、魚、肉、いずれも花の味
４月の敷焔屋さるんは、ミナト神戸の船会社ドッドウェル定期船部の皆さんが集い
ました。（左より）
田中清文さん、ペリー・エス・ミハラさん､ ママの矢原さん、田中清文さん
くポｰ ﾄ ･ ﾏ ﾈ ｰ ジｬ ｰ 〉〈定期船部々長〉〈ポｰ ﾄ ･ ｷ ｬ プﾃ ﾝ 〉
今日のお料理は春の味覚会席料理。瀬戸内の鮮魚が山の幸とミックスされて桜正宗
の灘の生一本にちょうどぴったり。スウェーデン、ノルウェー、デンマーク、アメ
リカなど外国船のシーマンにもきっとうけますねと琴の音に耳を傾けながら、世界
の船に話題が集中。

ｨ患‘

ふろや一‐

樵屋さ‘ろ万
…LK20>L＝

ジ

民芸風レストラン

鶏輔楯儲
神戸市滋区宮山町３丁目９
ＴＥＬ（078）Ｊ８８－ＩＯ８Ｉ
ＰＭ４：００－１２：００年中無休

｣|謹鍾－１
. . . Ｆ０１ h . l U o . ､ ﾛ . o ﾛ ﾛ , I _ _ ,

至神戸i､１…… ー| 、至大阪
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＊ショップ・ア･ ラ･ カルト〈１〉
むろ 東門筋ゼウスタウン２Ｆ

Ｑ

ＴＥＬＯ７８（3 9 ）２２８０

Ｖ

●＆むろ、のオープンによせて
ミむろミのママ武呂年子さんは昼は服飾
のデザイナーであるが、夜のムードの方
のデザイナーでもある。

陳舜臣く作家〉

‐ 世ヴ

●インテリヤとすまいのご相談は

' 雲、山本建設株式会社
神戸市兵庫区水木通８丁目３T E L O 7 8 ( 5 7 5 ) 0 9 4 1 ～２

一心

赤宣し粍一

_!尚'~

Ｃ･ろ

ミむろ薯は、オっが故郷に近い室の津を想
いださせる。神戸らしい可愛いい店、ス
ープ。おじや､ 升酒、ママの味としゃれた
味が交錯してふと印象にのこるところ。
赤尾兜子く俳人〉
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・心笥Ｊや蝿侭

一判岬櫛ＵＪ飼信帯釦

〃国匿堤狸“侭Ｊ川榊
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峰
洞

巳
ロ
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４

＝
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圃
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り喧囚
に
狸

。○ぬ⑩◇馬○○一一ｌ釣唖ユ皿』

窯Ｉふい砥舛堅垣ｉ園鯛叶ヨト凶田剥

Ｉ

蝿

+画ヘマ ー
、 咽圃鮮 ぐｌ△へＩや卜

凹漣凹崇霞．
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－１黒Ｉ
駕遡［

園朕元町駅’

☆鯉川筋，海洋会館の向いにＲ本で故・のギリシャ料理店ギリシ. t ‘ビレ
ッジの姉妹店「ギリシヤコーナー４が２Ｈ１8 日にオープンした。店内は
古いｱ ﾃ ﾈ の街を感じさせるｴ ｷ ゾﾁ ｯ ｸ なｲ ﾝ ﾃ ﾘ ﾔ で､ ギﾘ ｼ ｬ 人
がギリシャのダンスをしたり、またギターの生横奏をきいたり( 毎晩午后
８時3 0 分～刺２時迄）ギリシヤスタイルの食堺や飲みものを楽しんだり、
ミナト神戸ならではの雰囲気がある。
ギリシヤピレッジと遮って午前２時迄開いているのがよく、ダンスが
出来るのもご気峨｡ デートコースにはムードよし､ 食堺よし､ 音楽よし、ダ
ンスよしで彼女がきっと喜ぶことだろうし､ お客さまの接待にも面白い。
ＰｅｎｅＲＬｙＭｅａｔ￥３００Ｈａｍ￥２５０C h e e s e ￥２０O ギリシャ風
オードブル￥４０O ギリシャコーヒー￥１５０フルーツジュース￥２００
コーラ￥１００営業時間午后６時～午前２時迄

☆桜の花が六甲連山に色を添え、船の気笛が巻を告げる頃になると栄町
通りは各国の色とりどりの脱光客や船具さんたちで一段とにぎやかにな
る｡

その中でも栄町通り二丁目の大和銀行を北に入った台にある、レストラ
ン，‘フック東店. ’はステーキの味に故郷を偲ぶエトランゼや、食通の神
戸っ子たちでいつもいっぱいだ｡ ﾖ ｰ ﾛ ｯ パ調の落着いたｲ ﾝ ﾃ ﾘ ｱ は､
おいしい神戸ステーキやスイス生まれのフォンデュー鍋を心ゆくまで味
わうのにぴったりのムード。お友達と、あるいはご家族連れで春のフッ
クの味覚をお楽しみ下さい。
営業時間午前1 0 時から午後零時まで。

「
』

☆紫青の色は神戸の夜を大人っぽく彩る。メロディアン・サイカラーの
七色のライトに包まれた神戸ビル地階にあるクラブ，‘ルイス，、は、デラ
ックスな室内装飾の光の円が描かれるムードあるスペースで、ハイモー
ドのクラブの雰囲気が楽しめる。柔らかなトーンのソファで、ホステス
が注いでくれるグラスを傾けると、酔い心地と共にモダンな音楽が心の
中を流れて行くようだ。クラブ“ルイス”から拡がる括題が、神戸の夜
を盟室にさせ、若やいだ楽しみがリズミカルに生まれる。神戸で初めて
のハモンドオルガンが飲む人の心に音楽とリズムをよびおこし、ホステ
スとお客様とがひとつになって楽しめる場所、それはルイスだけのもの
です。こんな素晴い､ 仲間I こお入りになりませんか。
日暇・祭日は休ませていただきまず巴、

」
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☆鯉川筋から東の小路をのぞくと、まず目【二入るのが｢ 二幸」の看板で
ある。それほどの近さにありながら､ ｢ 二幸」は都会の真中から素朴な田
舎の雰囲気にまで運んでくれる店である。
純日本式で庶民的。しかも決して上品さを失わないムードが、サラリ
ーマンから買物帰りの主婦、ファッションモデル、会社の重役まで幅広
い客筋を受けいれている。
美人で愛想のよい女主人「カズコ」の若々しい魅力がまずこの店の魅
力。
もともと「二幸」は本店が元町で創業以来2 0年という老舗(現在は京

町筋で開業）で、創業時代からの客がいまも「二幸」を応援し、一人娘
のカズコが始めた新しい「二幸」へも足しげく通ってくれている。・
うなぎ井（吸物付）￥3 5 0 ､ 田舎弁当（毎日お総菜がかわる。みそ汁付）

￥2 0 0 、若鳥の塩焼き￥3 0 0 。もっとあるがこのくらいにして、まず昼は
おふくろの味「田舎弁当｣ 、夜は日本酒（特級￥1 7 0 ）かビール( 小￥1 3 0 ）
で、かば焼の一流の味をご賞味の程。
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?

Ｕ

魂

く
ア
ニ
ア
引
○
く
ア
ｍ
の
で
カ
ー
『
Ｑ
の
で
刀
一
三
『
同
室
で
の

Ⅶ
春
ｉ
夏
の
大
和
屋
シ
ャ
ツ
展
示
会
を
国
際
４
店
で
開
催
』
中
ノ

シ
ー
ズ
ン
に
先
が
け
て
、
世
界
の
シ
ャ
ツ
地
を
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
や
ジ
ャ
ガ

ー
ド
や
、
楽
し
い
ス
ト
ラ
イ
プ
（
欧
州
も
の
〉
ス
イ
ス
の
エ
ン
ブ
ロ
イ
ド
な
ど
オ
ー
ダ

ー
シ
ャ
ッ
の
粋
を
コ
レ
ク
ト
い
た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
早
目
に
お
立
寄
り
を
…
…

叢雲鋪農シャツ
■国際店■カスタムシャツのアトリエ
神戸国際会館ｉ階ＴＥＬ２５．．０２２０

ＡＭＩＯ:００．－ＰＭ７;００

■三宮店■紳士シャツ専門店
室宮センター- 街ＴＥＬ３３－．６９５６

ＡＭＩＯ:００，－ＰＭ８: 0０

春を装うダンディなおしゃれ
しゃれたトアロ・‐ドの紳士ブティック

函３易駅：

? ‘, 醗醗二

唖回
輸入洋品雑貨

ノ ヴ
･英国製生地を使った才．トアロード< ｱ ﾒ ﾘ ｶ ﾝ ﾌ ｧ ｰ ｰ ﾏ ｼ ｲ 向い〉
室欝臓認¥ 饗T E L . ( 0 7 8 ) 3 ２－０３２０

●お気軽にお立寄りください。
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鷺

イ
ル
フ
ァ
ン
・
シ
ヤ
ー
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

八
神
戸
大
学
工
学
部
四
年
Ｖ

李
勝
彦
（
中
華
民
国
）

八
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
修
士
課
程
一
一
年
Ｖ

オ
ウ
・
シ
シ
方
ソ
・
ホ
ン
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

八
関
西
国
際
学
友
会
日
本
語
科
Ｖ

騒

☆
特
集
・
東
南
ア
ジ
ア
留
学
生
座
談
会

ン君

口
出
席
者
□ 神
戸
に
留
学
生
会
館
を

李勝彦君

鷲

＃

編
集
部
ま
ず
お
一
人
づ
つ
日
本
に
来
ら
れ
た
動
機
と
か
目
的
な

ど
を
含
め
ま
し
て
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
て
、
神
戸
大
学
で
建

築
の
勉
強
を
し
て
い
き
す
。
今
四
年
生
で
、
卒
業
し
た
ら
大
学
院

に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
大
学
院
の
試
験
に
落
ち
た
ら
国

へ
帰
り
ま
す
（
笑
）
私
は
最
初
、
ソ
連
へ
い
く
つ
も
り
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
政
情
が
不
安
定
に
な
り
ソ
連
へ
い
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
日
本
へ
来
ま
し
た
。

李
私
、
知
ら
な
い
う
ち
に
来
て
い
た
（
笑
）
小
さ
い
時
か
ら
日

本
の
映
画
み
て
い
ま
し
た
。
「
明
治
天
皇
と
日
露
戦
争
」
な
ん
か
、

’
8４
１

☆
大
阪
弁
の
授
業
は
わ
か
り
ま
せ
ん

I , ラン・チヤン・デ､ イ

ト
ラ
ン
・
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
ー
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）

八
神
戸
大
学
工
学
部
一
年
Ｖ

ス
マ
ナ
・
チ
ャ
マ
ニ
サ
ク
ン
（
タ
イ
）

八
神
戸
女
学
院
大
学
英
文
科
一
年
Ｖ

ス
ミ
ト
ラ
・
中
原
（
タ
イ
）

八
関
西
国
際
学
友
会
日
本
語
科
Ｖ

編
集
部
今
日
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
日
本
に

留
学
さ
れ
て
い
る
方
達
に
お
集
り
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
日
本

で
の
学
生
生
活
や
日
本
に
対
す
る
注
文
な
ど
が
あ
れ
ば
気
軽
に
話

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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患

耽
蔽

スミ

ま
た
、
高
校
の
時
日
本
の
歴
史
や
地
理
を
勉
強
し
て
好
き
に
な
り

ま
し
た
し
、
父
や
母
は
日
本
の
教
育
受
け
て
日
本
語
話
し
ま
す
の

で
そ
の
影
響
も
あ
っ
た
し
、
留
学
す
る
の
に
距
離
的
に
も
近
か
っ

た
か
ら
日
本
に
来
ま
し
た
。
現
在
、
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
研
究

科
修
士
課
程
二
年
で
す
。

オ
ウ
私
は
昨
年
七
月
の
は
じ
め
に
日
本
に
来
た
ば
か
り
で
す
。

来
年
大
学
に
入
る
予
定
な
の
で
現
在
、
関
西
国
際
学
友
会
で
日
本

語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
来
る
前
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本

大
使
館
で
日
本
語
を
少
し
勉
強
し
て
か
ら
き
ま
し
た
。
日
本
の
大

学
で
は
獣
医
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
ニ
年
前
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
て
、
最
初
東
京
の
学
校
で

日
本
語
を
習
い
、
昨
年
の
三
月
に
神
戸
大
学
に
き
ま
し
た
。
現
在

工
学
部
電
学
工
学
科
一
年
で
す
。

ス
マ
ナ
私
は
一
九
六
九
年
十
月
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
き

ま
し
た
。
五
カ
月
間
神
戸
の
日
本
語
学
校
で
日
本
語
を
習
い
、
昨

年
の
四
月
に
神
戸
女
学
院
に
入
り
ま
し
た
。
文
学
部
英
文
学
科
一

年
で
す
。

ス
ミ
ト
ラ
私
は
去
年
の
八
月
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
か
ら
き
ま

し
た
。
今
、
関
西
国
際
学
友
会
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

大
学
に
入
っ
た
ら
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
日
本
に
来
て
、
一
番
困
っ
た
こ
と
っ
て
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
私
は
一
九
六
六
年
の
四
月
に
来
ま
し
た
の
で
、
も

う
五
年
に
も
な
り
ま
す
が
、
最
初
の
頃
は
や
り
は
日
本
語
に
困
り

ま
し
た
。
今
で
も
ま
だ
そ
う
で
す
が
、
授
業
聞
く
と
き
や
先
生
の
黒

板
の
字
を
読
む
時
大
変
で
す
。
先
生
の
字
は
一
人
一
人
先
生
に
よ

っ
て
違
う
し
、
き
た
な
い
字
を
書
く
先
生
も
あ
る
の
で
読
め
ま
せ

ん
（
笑
）
黒
板
の
字
は
三
分
の
一
も
書
き
と
れ
な
い
の
で
友
達
か
ら

ノ
ー
ト
借
り
て
家
へ
帰
っ
て
写
し
ま
し
た
が
時
間
が
か
か
る
の
で

困
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
勉
強
の
時
間
は
日
本
人
の
二
倍
い
り
ま
す
。

そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
親
し
い
友
達
を
み

つ
け
て
い
っ
し
ょ
に
勉
強
す
る
の
が
い
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

本
を
い
っ
し
ょ
に
読
ん
だ
り
す
る
と
だ
い
ぶ
効
果
が
違
い
ま
す
。

李
私
も
や
っ
ぱ
り
最
初
、
言
葉
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
く
に
関

鱗謹識需調

１
８５

１

畿鶴認輝羅溺

蕊胡識 海.Ｉ

§
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唖
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シック
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驚
ラ。中原さんイルフ

: 蝋織；
アン・シャー君スマナ・チャマニサクンさん

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



¥

☆
日
本
に
来
て
遊
ば
な
く
な
り
ま
し
た

編
集
部
オ
ー
さ
ん
は
日
本
に
き
て
ど
ん
な
こ
と
が
い
い
と
思
い

ま
し
た
か
。

オ
ウ
私
に
と
っ
て
は
日
本
は
勉
強
す
る
の
に
一
番
い
い
国
と
思

い
ま
す
。
日
本
人
は
大
変
勤
勉
で
す
れ
。
遊
ぶ
人
、
余
り
い
た
い

み
た
い
で
す
。

編
集
部
そ
う
い
う
ふ
う
に
み
え
ま
す
か
（
笑
）

オ
ウ
そ
れ
は
ｌ
私
、
ま
だ
日
本
に
き
た
ば
か
り
意
の
で
遊
ぶ

人
発
見
し
て
い
な
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）
で
も
勤
勉
な

の
は
私
の
感
じ
た
日
本
人
の
特
長
の
一
つ
で
す
。

李
日
本
人
、
よ
く
働
き
ま
す
、
男
性
で
も
女
性
で
も
。

オ
ウ
私
、
今
会
社
の
寮
に
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
日
本
の
会
社
員
、
朝
早
く
起
き
て
会
社
に
い
き
、
仕
事
終
っ

た
ら
大
部
分
の
人
は
す
ぐ
寮
に
帰
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
み
て
本
を

（
ば
か
り
（
笑
）
今
は
も
う
何
で
も
た
べ
ま
す
。
生
の
お
寿
司
と

っ
て
も
好
き
で
す
。
最
初
の
時
た
べ
ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
今
一
番

お
い
し
い
。

イ
ル
フ
ァ
ン
私
、
三
宮
で
よ
く
食
べ
ま
す
。
焼
肉
と
か
水
た
き

と
か
。

編
集
部
日
本
の
学
生
生
活
で
こ
ん
な
と
こ
は
お
も
し
ろ
い
な
っ

て
い
う
と
こ
は
あ
り
ま
す
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
試
験
終
っ
た
時
な
ど
、
学
生
同
志
や
先
生
と
い
っ

し
ょ
に
コ
ン
パ
を
し
ま
す
が
あ
れ
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
私
の
国

で
は
あ
あ
い
う
の
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
論
友
達
の
所
に
行
っ
て
遅
く
な
っ
た
ら
泊
っ
て
も
別
に
自
分
の

う
ち
に
電
話
し
な
く
て
も
い
い
。
遅
く
な
っ
た
ら
も
う
帰
ら
な
く

て
い
い
（
笑
）
日
本
だ
と
そ
う
い
う
時
は
ち
ゃ
ん
と
電
話
し
て
連

絡
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
し
、
待
ち
あ
わ
せ
る
の
で
も
何
時

か
ら
何
時
ま
で
の
間
に
、
と
い
う
ふ
う
に
き
ち
ん
と
決
め
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
。
あ
ま
り
に
も
フ
ォ
ー
マ
ル
す
ぎ
る
ね
。
私
の

国
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
前
も
っ
て

連
絡
し
て
お
か
な
く
て
も
、
い
つ
友
達
に
会
い
に
い
っ
て
も
い
い

し
、
友
達
の
つ
き
あ
い
も
も
っ
と
自
由
で
す
。 １

８８

１

西
地
方
は
標
準
語
で
は
な
い
の
で
、
大
阪
弁
な
ん
か
だ
と
何
を
い

わ
れ
て
も
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）

編
集
部
習
わ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
標
準
語
だ
っ
た
ん
で
す
泡
。

李
は
い
。
台
湾
で
は
文
法
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
大
阪
弁
で

は
文
法
、
役
立
た
な
い
（
笑
）
読
む
の
は
大
丈
夫
で
す
。
自
分
の

気
持
を
相
手
に
伝
え
る
の
に
漢
字
書
く
と
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
の
で
便
利
で
す
。

オ
ウ
私
も
や
は
り
言
葉
違
う
の
一
番
困
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
毎

朝
学
校
に
行
く
時
電
車
大
変
混
み
ま
す
。
あ
れ
大
変
い
や
で
す

（
笑
）

ト
ラ
ン
私
、
特
に
困
っ
た
こ
と
な
い
ん
で
す
が
、
昨
年
は
じ
め

て
神
戸
に
来
た
時
、
下
宿
さ
が
し
、
弱
り
ま
し
た
。
食
べ
も
の
は

自
炊
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
ほ
と
ん
ど
外
食
で
す
。

ス
マ
ナ
私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
言
葉
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
講
義
な
ん
か
全
然
わ
か
ら
な
い
の
で
、
授
業
終
っ
て
か

ら
も
う
一
度
勉
強
し
た
お
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。
友
達
か

ら
ノ
ー
ト
借
り
て
毎
日
う
つ
し
て
ま
す
。

ス
ミ
ト
ラ
私
、
漢
字
一
番
困
り
ま
す
。
タ
イ
の
字
も
難
か
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
漢
字
の
方
が
も
っ
と
難
か
し
い

（
笑
）

編
集
部
や
は
り
み
な
さ
ん
言
葉
に
一
番
困
ら
れ
た
よ
う
で
す
け

ど
、
食
べ
も
の
な
ん
か
は
ど
う
で
す
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
私
、
宗
教
で
豚
肉
た
べ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
主
に

チ
キ
ン
と
ビ
ー
フ
、
そ
れ
に
魚
を
時
々
食
べ
ま
す
。
で
も
日
本
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、
た
い
て
い
豚
肉
つ
か
っ
て
ま
す
か
ら
私
大
変
困
り

ま
す
（
笑
）

編
集
部
で
も
知
ら
な
い
間
に
食
べ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
（
笑
）
学
校
で
も

豚
肉
の
け
て
食
べ
ま
す
。
た
と
え
ば
そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
見
て

れ
、
も
し
全
部
豚
肉
入
っ
て
た
ら
パ
ン
食
べ
る
だ
け
で
す
。
も
の

す
ご
く
大
変
で
す
（
笑
）

李
私
も
最
初
の
二
カ
月
ほ
ど
食
べ
も
の
弱
り
ま
し
た
。
日
本
の

料
理
は
あ
っ
さ
り
し
す
ぎ
て
ま
す
。
そ
の
頃
た
べ
た
の
は
中
華
ソ
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8７

閥

ま
り
遊
び
ま
せ
ん
。
私
、
も
と
も
と
は
遊
び
好
き
だ
っ
た
け
ど
、

日
本
人
の
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
と
真
面
目
に
な
っ
た
ね
（
笑
）

自
分
で
感
じ
ま
す
。
国
に
い
た
時
は
土
暇
日
に
な
る
と
映
画
に
い

っ
て
た
の
で
一
カ
月
に
四
阿
ぐ
ら
い
見
に
い
っ
た
、
で
も
日
本
の

友
達
そ
ん
な
に
い
か
な
い
の
で
今
は
映
画
み
る
の
年
に
二
謡
三
回

だ
け
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
学
校
、
昼
の
十
二
時
ま
で
な
の

で
そ
の
後
み
な
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
し
ま
す
。

李
む
こ
う
で
は
映
画
よ
く
み
ま
し
た
が
、
私
も
日
本
に
き
て
あ

ま
り
み
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
日
本
の
映
画
、
一
回
が

二
本
立
か
三
本
立
な
の
で
時
間
す
ご
く
か
か
る
。
私
そ
ん
な
暇
ご

ざ
い
ま
せ
ん
（
笑
）
だ
か
ら
こ
の
二
年
間
に
三
回
し
か
い
っ
て
な

い
。オ

ウ
私
、
遊
ぶ
所
あ
ま
り
知
ら
な
い
し
、
西
宮
北
口
に
住
ん
で

ま
す
の
で
遊
ぶ
と
こ
に
い
く
の
時
間
か
か
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
あ

ま
り
行
か
な
い
け
ど
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
な
ん
か
お
も
し
ろ
い
で

す
ね
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
な
ん
て
な
い
の
で

大
変
珍
ら
し
い
ん
で
す
。
今
は
学
校
で
日
本
語
を
勉
強
し
た
あ
と

は
寮
に
帰
っ
て
テ
レ
ビ
見
て
ま
す
。

ト
ラ
ン
私
も
こ
っ
ち
に
来
て
あ
ま
り
遊
ば
な
く
な
っ
た
。
日
曜

日
は
ク
ラ
ブ
で
バ
イ
オ
リ
ン
ひ
い
て
音
楽
の
練
習
し
て
ま
す
。

ス
マ
ナ
私
も
京
都
と
奈
良
へ
行
っ
た
ぐ
ら
い
で
…
…
。
タ
イ
で

は
映
画
よ
く
見
に
い
き
ま
し
た
が
、
日
本
に
き
て
か
ら
は
ま
だ
一

度
も
行
っ
て
ま
せ
ん
。

李
日
本
の
テ
レ
ビ
の
番
組
お
も
し
ろ
い
ね
。
は
じ
め
の
頃
歌
み

て
ま
し
た
が
、
今
は
ド
ラ
マ
み
て
、
蓑
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
な
ら

よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
は
言
葉
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

イ
ル
フ
ァ
ン
僕
は
テ
レ
ビ
の
番
組
な
ん
で
も
み
ま
す
。
辺
見
マ

リ
の
歌
憶
え
ま
し
た
（
笑
）

ス
ミ
ト
ラ
私
、
日
本
の
歌
大
好
き
で
す
。
私
の
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
、
お
父
さ
ん
は
日
本
人
な
ん
で
す
。
日
本
に
き
て
お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に
初
め
て
会
え
た
の
が
と
っ
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
日
本
に
来
た
時
、
父
や
母
と
い
っ
し
ょ
に
秋
芳
洞

や
鳥
取
の
方
へ
旅
行
し
ま
し
た
。
日
本
の
景
色
と
て
も
好
き
で
す
。

編
集
部
日
本
に
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

読
ん
で
、
そ
れ
だ
け
で
す
。

ト
ラ
ン
私
は
そ
う
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
。
私
の
国
で
は

遊
ぶ
と
こ
あ
ん
ま
り
ま
い
。
で
も
日
本
は
遊
ぶ
と
こ
も
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
日
本
人
は
よ
く
働
き
ま
す
け
ど
よ
く
遊
び
も
し
ま
す
れ
。

ス
マ
ナ
で
も
日
本
の
大
学
生
は
私
の
国
の
学
生
と
違
っ
て
、
皆

が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
、
あ
ま
り
し
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
別
々
に
勉
強
し
て
い
る
よ
う
で
・
・
…
．
。

も
う
少
し
み
ん
な
が
気
軽
に
つ
き
あ
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

し
ら
。

イ
ル
フ
ァ
ン
日
本
の
学
生
、
八
時
半
に
学
校
は
じ
ま
る
と
、
六

十
人
の
う
ち
十
五
人
ぐ
ら
い
し
か
出
て
こ
な
い
（
笑
）
「
ど
う
し
て

来
な
か
っ
た
ん
で
す
か
」
、
と
聞
く
と
昨
日
夜
遅
く
ま
で
勉
強
し

て
い
た
か
ら
、
と
い
い
ま
す
。
試
験
前
に
な
る
と
皆
よ
く
勉
強
し

ま
す
し
、
先
生
が
黒
板
に
書
い
た
問
題
よ
く
で
き
ま
す
。

李
大
学
院
生
は
勉
強
し
す
ぎ
る
。
他
の
こ
と
あ
ま
り
し
な
い
。

だ
か
ら
大
学
院
生
に
は
何
を
話
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
の
で

大
学
院
生
と
話
す
る
時
は
学
校
の
こ
と
以
外
は
し
ゃ
べ
ら
な
い

（
笑
）

編
集
部
日
本
の
お
友
達
は
も
う
で
き
ま
し
た
か
。

ス
ミ
ト
ラ
私
、
日
本
に
き
て
か
ら
間
が
な
い
の
で
あ
ま
り
た
く

さ
ん
友
達
は
い
ま
せ
ん
。
い
と
こ
の
友
達
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。

ス
マ
ナ
友
達
た
く
さ
ん
い
ま
す
け
ど
、
親
し
い
人
は
二
、
三
人

だ
け
で
す
。
聞
い
た
ら
何
で
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ト
ラ
ン
僕
も
二
、
三
人
は
何
で
も
話
合
え
る
友
達
は
い
ま
す
。

イ
ル
フ
ァ
ン
私
は
だ
い
た
い
誰
と
で
も
友
達
に
な
れ
ま
す
が
、

親
し
く
な
る
の
は
少
な
い
。
で
も
五
、
六
人
ぐ
ら
い
は
非
常
に
親

し
い
友
達
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
時
、
果
物
も
っ
て
お
見
舞
い

に
き
て
く
れ
る
（
笑
）
日
本
人
に
い
い
友
達
に
な
っ
て
く
れ
る
よ

う
求
め
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
留
学
生
の
人
達
も
日
本
人
の
い
い
友

達
に
な
る
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
れ
。

李
私
、
勉
強
の
学
友
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
友
達
い
な
か
っ
た

ら
、
お
い
し
い
お
寿
司
屋
さ
ん
ど
こ
に
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い

（
笑
）

イ
ル
フ
ァ
ン
日
本
人
の
友
達
、
遊
び
ま
せ
ん
の
で
、
今
は
私
あ
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イ
ル
フ
ァ
ン
日
本
で
と
ま
ど
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
お
金
の
払
い

方
が
あ
る
の
ん
で
す
。
た
と
え
ば
友
達
ど
う
し
で
喫
茶
店
な
ど
に

入
り
ま
す
と
、
日
本
人
は
た
い
て
い
一
人
一
人
別
々
に
払
い
ま
す

ね
。
私
の
国
で
は
勘
定
は
誰
か
先
に
一
人
だ
け
が
払
っ
て
、
後
の

人
が
払
お
う
と
し
た
ら
、
い
ら
な
い
っ
て
断
わ
り
ま
す
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
バ
ス
の
中
で
切
符
負
う
時
で
も
、
誰
か
一
人
が
先
に

友
達
の
分
も
払
っ
て
や
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
そ
ん
な
こ

と
し
な
い
で
一
人
一
人
が
買
い
ま
す
ね
。
私
、
こ
れ
あ
ん
ま
り
よ

く
な
い
と
思
い
ま
す
（
笑
）

編
集
部
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
だ
い
ぶ
お
金
も
っ
て
な
い
と
だ
め
で
す

ね
。イ

ル
フ
ァ
ン
お
金
な
い
時
喫
茶
店
入
ら
な
い
（
笑
）
日
本
人
の

友
達
と
い
る
時
、
た
い
て
い
半
分
半
分
払
い
ま
す
れ
。
私
、
慣
れ

て
な
い
の
で
ど
う
も
困
る
。

ト
ラ
ン
割
勘
は
日
本
の
習
慣
で
す
か
？

編
集
部
い
や
、
あ
れ
は
最
近
、
特
に
戦
後
か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い

☆
ワ
リ
カ
ン
困
り
ま
す

心

で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
る
前
は
そ
ん
な
こ
と
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

李
割
勘
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

編
集
部
女
の
子
に
と
っ
て
は
損
で
す
ね
（
笑
）

オ
ウ
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
男
が
払
い
ま
す
。
男
の
価
値
は
自
分
が

払
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。

李
お
金
で
友
情
が
結
べ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
け
ど
、
割
勘
は
友

達
の
間
の
親
し
み
を
失
く
し
て
し
ま
う
み
た
い
で
す
。
い
く
ら
つ

き
あ
っ
て
も
仲
々
親
し
く
な
り
に
く
い
。

イ
ル
フ
ァ
ン
友
達
と
二
人
い
て
、
今
日
私
が
払
う
と
明
日
は
い

わ
な
く
と
も
友
達
が
、
今
度
は
自
分
が
払
う
番
だ
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
る
か
ら
彼
が
払
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
一
番
い
い
ね
。

ス
マ
ナ
私
の
国
で
も
、
遊
び
に
い
っ
た
と
き
別
々
に
一
人
一
人

が
払
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
女
の
子
同
志
の
時
で

も
誰
か
一
人
だ
け
が
払
い
ま
す
。

編
集
部
習
慣
の
違
い
と
い
う
の
は
仲
々
お
も
し
ろ
い
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
う
い
う
点
で
は
と
ま
ど
わ
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。
所
で
李

さ
ん
は
日
本
に
来
て
ど
ん
な
こ
と
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
か
。

李
本
が
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
（
笑
）
何
十
年
か

か
っ
て
も
と
て
も
読
み
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。

ト
ラ
ン
私
に
は
、
外
国
の
原
書
が
高
す
ぎ
る
の
が
困
る
ん
で
す

翻
訳
も
の
は
あ
り
ま
す
が
、
原
書
を
読
み
た
い
と
思
っ
て
も
大
変

高
い
の
で
留
学
生
に
と
っ
て
は
痛
い
で
す
。
一
カ
月
に
本
代
が
五

千
円
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
か
ら
。

李
確
か
に
本
は
高
い
で
す
が
、
日
本
は
学
術
研
究
は
よ
く
さ
れ

て
ま
す
の
で
、
勉
強
す
る
の
に
は
い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
で
、
私
の
国
と
ち
ょ
っ
と
違
う
所
は
台
湾
で
は
経
済
学
部

な
ん
か
に
も
女
性
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど

い
ま
せ
ん
ね
。
教
育
学
部
や
文
学
部
ば
っ
か
り
で
。
台
湾
で
は
工

学
部
、
理
学
部
、
医
学
部
に
も
女
性
が
ど
ん
ど
ん
入
り
ま
す
。

編
集
部
神
戸
に
こ
ん
な
、
も
の
が
ほ
し
い
、
と
い
う
よ
う
な
も
の

☆
神
戸
に
留
学
生
会
館
が
ほ
し
い

１
８８

１

す
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
い
い
こ
と
は
多
い
け
ど
．
．
…
。
。

編
集
部
悪
い
こ
と
で
も
い
い
ん
で
す
よ
。

イ
ル
フ
ァ
ン
い
や
、
そ
ん
な
に
悪
い
こ
と
な
い
（
笑
）
こ
の
前

神
戸
大
学
で
も
紛
争
が
あ
り
、
一
年
間
何
に
も
勉
強
で
き
な
か
っ

た
ん
で
す
。
留
学
生
に
と
っ
て
こ
れ
は
痛
い
で
す
。

李
大
学
院
生
は
研
究
室
封
鎖
さ
れ
る
と
、
勉
強
す
る
の
に
他
の

場
所
さ
が
し
に
い
き
ま
し
た
。
場
所
さ
が
す
の
に
忙
し
く
っ
て
、

花
隈
ま
で
勉
強
し
に
い
つ
た
こ
と
あ
る
（
笑
）

イ
ル
フ
ァ
ン
私
と
同
じ
年
に
入
っ
た
留
学
生
は
六
○
％
ぐ
ら
い

し
か
卒
業
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
を
。
私
、
大
学
院
に
進
み
た

い
け
ど
も
、
も
し
文
部
省
が
も
う
奨
学
金
く
れ
な
か
っ
た
ら
国
に

帰
る
よ
り
仕
方
な
い
ん
で
す
。
で
も
私
の
や
っ
て
る
こ
の
地
震
の

研
究
は
私
の
国
に
と
っ
て
も
日
本
に
と
っ
て
も
大
変
必
要
で
す
の

で
、
で
き
れ
ば
ぜ
ひ
実
験
つ
づ
け
た
い
ん
で
す
が
…
：
。
。
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レ
ス
ト
ラ
ン
な
ん
か
借
り
る
と
高
い
で
す
し
。

李
送
別
会
や
歓
迎
会
、
そ
の
他
の
パ
ー
テ
ィ
な
ん
か
は
千
里
の

設
や
機
会
が
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
ま
す
ね
。
も
っ
と
外
国
の
人

達
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
．
…
・
・
・

イ
ル
フ
ァ
ン
ぜ
ひ
何
か
い
い
計
画
を
た
て
て
下
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
。

編
集
部
他
に
な
に
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
く
れ
た
ら
留
学

生
に
と
っ
て
有
難
い
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

ト
ラ
ン
本
な
ん
か
一
割
引
に
し
て
ほ
し
い
。

イ
ル
フ
ァ
ン
レ
コ
ー
ド
も
。

編
集
部
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
特
定
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
留
学
生
に

は
安
く
し
て
ほ
し
い
と
か
、
こ
の
店
に
い
っ
た
ら
日
用
品
を
割
引

い
て
も
ら
え
る
と
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
話
が
よ
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
無
理
み
た
い
（
笑
）

ト
ラ
ン
や
は
り
留
学
生
の
生
活
に
直
接
関
係
し
た
も
の
の
方
が

い
い
で
す
ね
。
本
と
か
学
用
品
と
か
・
・
・
…
。

李
私
、
阪
急
六
甲
駅
か
ら
神
戸
大
学
行
き
の
バ
ス
の
運
行
時
間

の
間
隔
が
長
い
の
で
も
っ
と
回
数
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

イ
ル
フ
ァ
ン
乗
り
遅
れ
た
ら
又
二
十
分
ぐ
ら
い
待
た
な
い
と
い

け
な
い
。

ト
ラ
ン
市
電
廃
止
さ
れ
た
か
ら
バ
ス
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し

い
Ｏ李

一
日
中
増
や
す
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
朝
の
通
学
の
時
間
だ
け
で

も
れ
。

が
何
か
あ
り
ま
す
か
。

イ
ル
フ
ァ
ン
神
戸
に
は
留

る
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
人
達
が
気
軽
に
安
く
利
用
で
き
る
施

い
で
す
ね
。

留
学
生
会
館
の
食
堂
を
利
用

イ
ル
フ
ァ
ン
千
里
は
神
戸

る
の
に
も
往
復
三
時
間
以
上

ト
ラ
ン
神
戸
に
は
本
当
に

い
で
す
ね
。

編
集
部
神
戸
に
は
外
国
の
方
も
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
ら
っ
し
や

し
て
や
っ
て
る
ん
で
す
が
。
…
・
・
・

か
ら
遠
い
の
で
不
便
で
す
。
通
学
す

も
か
か
っ
ち
ゃ
う
。

留
学
生
の
た
め
の
適
当
な
施
設
が
を

学
生
が
安
く
利
用
で
き
る
施
設
が
な

編
集
部
留
学
生
制
度
に
つ
い
て
は
？

オ
ウ
日
本
へ
の
国
費
留
学
生
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
で

す
。イ

ル
フ
ァ
ン
そ
う
で
す
ね
。
私
費
留
学
生
の
方
が
ず
っ
と
多
い

か
ら
、
や
っ
ぱ
り
国
費
留
学
生
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
れ
。

オ
ウ
他
の
国
、
た
と
え
ば
カ
ナ
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
く
ら
べ

る
と
日
本
へ
の
国
費
留
学
生
は
非
常
に
少
な
い
ん
で
す
。

李
現
在
の
国
費
留
学
生
の
奨
学
金
を
増
や
し
て
く
れ
る
の
も
い

い
ん
で
す
が
、
そ
の
分
も
っ
と
留
学
生
増
や
す
方
に
ま
わ
し
て
ほ

し
い
。

イ
ル
フ
ァ
ン
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
留
学
生
へ
の
門
が
大
変
狭
い

ん
で
す
。
ソ
連
は
一
五
○
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
六
○
人
、
他

の
国
で
も
か
な
り
た
く
さ
ん
と
っ
て
ま
す
が
、
日
本
は
た
っ
た
六

人
し
か
受
け
入
れ
て
ま
せ
ん
の
で
競
争
が
大
変
で
す
。
私
、
六
人

の
う
ち
の
一
人
に
選
ば
れ
た
の
は
運
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
で
は
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
国
へ
帰
ら
れ
た
ら
皆

さ
ん
何
を
な
さ
り
た
い
で
す
か
。

ス
マ
ナ
卒
業
し
た
ら
タ
イ
へ
帰
っ
て
、
日
本
語
と
英
語
の
先
生

に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

李
私
は
国
へ
帰
っ
た
ら
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
学
で
教
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

ス
ミ
ト
ラ
私
は
ま
だ
今
の
所
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
だ
け
で

帰
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
は
考
え
て
い
な
い
ん
で
す
が
。

ト
ラ
ン
ベ
ト
ナ
ム
は
ま
だ
よ
い
情
勢
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

帰
っ
た
ら
ど
う
し
ょ
う
か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。
こ
こ
で
学
ん
だ

電
子
工
学
を
や
り
た
い
の
で
す
が
…
…
。

イ
ル
フ
ァ
ン
私
は
地
震
力
と
か
風
力
に
対
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
強
さ
を
し
ら
べ
て
い
る
ん
で
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
火

山
の
国
な
の
で
国
へ
帰
っ
て
も
建
物
の
対
震
椛
造
は
ぜ
ひ
研
究
し

つ
づ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
ウ
私
の
国
は
農
業
国
で
牛
や
そ
の
他
の
家
畜
の
病
気
が
大
変

多
い
の
で
、
日
本
で
獣
医
の
勉
強
を
し
て
帰
っ
た
ら
そ
の
方
面
の

研
究
を
一
生
懸
命
や
る
つ
も
り
で
す
。

八
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
Ｖ

１
８９

１
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鯵

さんブラザ

9０

潜り戸をヒョイとくぐって やあお久し蕊り／いろいろあって迷うワネ

ＬＯＶＥ・ＬＯＶＥ

たべあるき

▼モデル

武本成友さん
木代和子さん

／ 、

春
風
の
吹
き
ぬ
け
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
。

春
一
番
の
新
し
い
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
カ

ッ
プ
ル
は
、
デ
ー
ト
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
、

花
時
計
の
前
で
〃
こ
ん
に
ち
は
〃
。

暖
か
い
陽
ざ
し
の
も
と
、
の
ん
び
り
と
散

歩
し
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
街
へ
…
…
。
レ
ン
ガ

の
街
さ
ん
プ
ラ
ザ
地
下
へ
仲
良
く
よ
り
そ

い
、
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

、

「
花
」
八
Ｔ
Ｅ
Ｌ
調
１
０
０
８
７
Ｖ

潜
り
戸
を
ヒ
ョ
イ
と
く
ぐ
っ
て
な
か
へ
入

い
る
と
日
本
的
で
モ
ダ
ー
ン
な
、
木
造
り
の

イ
ン
テ
リ
ア
。
差
し
だ
さ
れ
た
器
が
こ
れ
又

信
楽
焼
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〃
花
そ
う
め
ん
″
〈
２
５
０
円
〉
は
そ
う
め

ん
の
歯
切
れ
と
お
だ
し
が
バ
ッ
グ
ン
で
す
。

「
福
寿
し
」
八
Ｔ
Ｅ
Ｌ
調
ｉ
２
９
３
４
Ｖ

古
い
の
れ
ん
と
う
ま
い
寿
し
で
評
判
高
い

「
福
寿
し
」
は
、
広
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
店

内
で
く
つ
ろ
い
で
食
事
で
き
る
雰
囲
気
の

店
。
松
前
寿
し
、
小
鯛
雀
寿
し
〈
各
３
５
０

円
〉
が
御
自
慢
料
理
。

〃
新
鮮
な
材
料
と
シ
ャ
リ
が
と
て
も
お
い

し
い
と
思
う
ナ
“
と
は
味
に
う
る
さ
い
彼
の

こ
と
ば
。
彼
女
は
〃
お
寿
し
に
合
う
、
ち
ょ

っ
と
あ
っ
さ
り
し
た
赤
だ
し
が
と
て
も
お
い

し
い
ワ
“
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
家
庭
的
な
ご
感
想
。

轡
〃
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サ
ッ
エ
イ
の
都
合
で
２
日
後
に
又
々
デ
ー
ト

の
ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
と
ブ
ン
ち
ゃ
ん
。
キ
ャ
″

彼
が
オ
ヒ
ゲ
を
そ
り
落
し
て
現
わ
れ
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
を
意
識
し
て
る
か
ら
か
し
ら
？

「
森
本
」
八
Ｔ
Ｅ
Ｌ
調
１
８
７
１
３
Ｖ

花
隈
の
高
級
割
烹
料
理
を
気
軽
に
味
わ
っ

て
頂
こ
う
と
い
う
の
が
こ
の
店
の
モ
ッ
ト
ー

さ
ん
プ
ラ
ザ
、
楽
味
街
の
ま
ん
な
か
に
あ
っ

て
、
京
風
料
理
の
花
隈
ど
う
ふ
く
２
５
０
円
〉

は
人
気
も
の
。

二
人
で
森
本
な
く
〈
５
０
０
円
〉
を
つ
つ

い
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
る
し
、
お
だ
し
も
本

物
の
味
。
レ
モ
ン
酢
が
魚
や
え
び
や
野
菜
を

ほ
ど
よ
く
刺
激
し
て
美
味
し
い
。
〃
も
う
、

お
な
か
い
っ
ぱ
い
〃
と
二
人
は
満
足
顔
で
ニ

コ
ー
ー
コ
で
し
た
。

だんな様お茶をどうぞ

１
９

そ
れ
に
も
う
ひ
と
つ
は
、
〃
マ
マ
さ
ん
が
と

て
も
や
さ
し
く
て
い
ろ
ん
な
料
理
の
話
な
ど

を
し
て
く
れ
る
の
で
楽
し
く
味
わ
え
る
し
″

と
は
、
二
人
揃
っ
て
の
意
見
で
し
た
。

う－ん。すごいボリュームなんだ〃

・
創
壁
対
●
ｈ
鋤
蝿
》
酷
》
癖
鐸
癖
露
誇
》
癖

ウ

セッセー・パラリコセ

騨篭鍵嬢議１

酔
鵠

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
ジ
ュ

ン
ち
ゃ
ん
を
誘
っ
て
今
日
は
、
さ
ん
プ
ラ
ザ

の
２
階
で
待
ち
合
わ
せ
。
カ
メ
ラ
の
注
文
で

〃
セ
ッ
セ
ッ
セ
ッ
ー
と
パ
ラ
リ
コ
セ
〃
と
か

な
ん
と
か
や
ら
さ
れ
て
遊
び
す
ぎ
て
、
お
腹

も
へ
っ
て
地
下
へ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
に
の
っ
て

降
り
て
い
き
ま
す
。

「
木
瓜
」
八
Ｔ
Ｅ
Ｌ
調
１
２
４
２
７
Ｖ

白
い
の
れ
ん
に
雪
焼
け
し
て
真
黒
な
顔
が

対
照
的
。
お
茶
漬
け
〈
２
０
０
円
〉
は
田
舎

の
味
で
す

温
度
た
ま
ご
は
白
味
が
や
わ
ら
か
く
て
診

黄
み
が
コ
ロ
リ
ン
。
「
こ
ん
な
お
い
し
い
た

ま
ご
初
め
て
ョ
」
と
ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
お
ど
ろ

く
／
，
〃
魚
を
麺
類
の
様
に
し
た
魚
麺
が
め
ず

ら
し
い
し
お
漬
け
物
が
い
い
“
と
は
彼
。
素

朴
な
味
が
楽
し
め
る
店
で
、
民
芸
風
な
イ
ン

テ
リ
ヤ
は
、
実
に
家
族
的
な
雰
囲
気
で
す
。

鴬

モデル

三輪文一さん

百尾純子さん
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あなたの美しいヘヤースタイルと
花嫁をつくる美容室エリザベス圭

裳
紫
，
裟
抑
Ｔ
緋
凝

紫
紫
非
み
よ
＃
牛

舗
緋
琴
鐙
蕊
難

渋
慈
髪
謹
素

鴬

堅錘

本店美容室生田神社前新河南ビル２階< 3 3 > 8 8 9 4
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美容担当（東京初代遠藤波津子直流）専属結婚式場
生田神社・オリエンタルホテル・阪急六甲山ホテル・住吉
学園・蘇州園他
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蕊

鍾諺エリザベス
畑尾芙久子
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二
月
二
十
六
日
兵
庫
県
民
会
館
で
作

家
杜
山
悠
さ
ん
の
出
版
記
念
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

「
ひ
ょ
う
ご
」
第
一
部
・
第
二
部
と

「
市
長
と
市
民
」
「
若
い
英
雄
の
首
」

な
ど
四
冊
の
作
品
に
対
し
て
の
記
念
パ

ー
テ
ィ
と
あ
っ
て
、
杜
山
悠
さ
ん
ご
夫

妻
を
祝
っ
て
、
兵
庫
県
知
事
の
坂
井
さ

ん
や
元
知
事
の
金
井
さ
ん
を
は
じ
め
多

彩
な
顔
ぶ
れ
二
百
五
十
人
が
か
け
つ
け

会
場
は
ム
ン
ム
ン
す
る
よ
う
な
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
た
。
出
席
さ
れ
る
人
々
の

ス
ピ
ー
チ
は
杜
山
さ
ん
が
早
く
作
家
業

の
方
で
ヒ
ッ
ト
を
と
ば
し
、
直
木
質
を

め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
チ
ラ
ホ
ラ

聞
か
れ
た
。

圃
杜
山
悠
さ
ん
出
版
記
念
会

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

子
た
ち
も
ト
ル
コ
ヵ
ル
ピ
ス
で
乾
杯
ノ
．

と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
後
一
つ

は
榊
さ
ん
の
ダ
ン
デ
ィ
な
服
装
を
見
て

ぼ
く
の
お
し
ゃ
れ
感
覚
を
獲
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
を
（
笑
ご

洋
酒
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ

ハ
ゴ
『
ロ
コ
ヰ
ー

榊
晴
夫

神
戸
・
生
田
区
北
長
狭
通
一
二
一
一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
”
Ｖ
３
０
６
０

＆
西
村
功
さ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ス
ケ
ッ
チ
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ニ
紀
会
の
西
村
功
さ
ん
が
、
昨
秋
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
か
ら
の
成
果
を
ス
ケ

ッ
チ
で
ま
と
め
た
個
展
が
、
三
月
・
一
日

１
十
日
ま
で
元
町
画
廊
で
開
か
れ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
景
が
西
村
さ
ん
ら
し

い
柔
ら
か
い
け
れ
ど
シ
ー
ン
と
し
た
世

界
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
六
時
か
ら

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
中

西
勝
、
元
永
定
正
、
陳
舜
臣
、
小
西
保

文
表
ど
友
人
が
二
○
○
人
近
く
つ
め
か

け
た
。
西
村
さ
ん
が
姉
妹
都
市
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
を
親
善
訪
問
し
た
時
の
絵
を
、

オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
館
の
Ｗ
・
山
・
Ｅ
ｏ

Ａ
・
デ
フ
リ
ー
ス
総
領
事
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
日
間
親
善
に
つ
と
め
た
ひ
と
と
き

で
も
あ
っ
た
。

１
９３

１

月
一
回
キ
ャ
ン
テ
ィ
で

フ
ァ
ミ
リ
ィ
・
デ
イ
ト

田
中
庸
介
・
晶
子
さ
ん

教
義
・
孝
幸
ち
ゃ
ん

正
富
明
子
さ
ん

「
月
に
一
回
わ
が
家
で
は
外
で
食
事

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が

そ
の
帰
り
に
キ
ャ
ン
テ
ィ
に
よ
り
ま

す
。
独
身
の
頃
か
ら
デ
ー
ト
の
場
所
だ

っ
た
け
れ
ど
、
今
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

ト
の
場
。
パ
パ
は
水
割
り
、
マ
マ
も
息

○
冒
稗
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芹
芦
○
．
尉
目
①
Ｈ

キ
ャ
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・
コ
ー
ナ
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